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（裁判長裁判官 石田和外 裁判官 入江俊郎 草鹿浅之介 長部謹吾 城戸芳彦







































































































































































































（裁判長裁判官 石田和外 裁判官 入江俊郎 長部謹吾 城戸芳彦 田中二郎

















































































































定させ，X2 に金銭を貸与した。そして，Yは右抵当権に基づき X1 の不動産に対
する競売を申し立て，名古屋地方裁判所半田支部において競売開始決定がなされ






費癖があり度々父である X1 に無断で他所から借金したり勝手に X1 を保証人に









その後，昭和33年3月20に X1 が死亡し，その妻 Aと二女 X2 と養子である X3
（X2 の夫）が法定相続し，さらに昭和34年8月17日に Aが死亡したことにより
X2 と X3 が法定相続した。そこで，Yは X2 ・X3 に対し控訴を提起し，原判決の



























































































































































（裁判長裁判官 奥野健一 裁判官 草鹿浅之介 城戸芳彦 石田和外 色川幸太
郎）
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